
ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 

における「カリキュラム開発拠点校」（令和３年度指定）一覧 

 

 

管理機関名 

学校名 
構想名 

学校法人北海学園 

北海学園札幌高等学校 
「Snow Crystal Project」（S.P.C）in HOKKAIDO 

新潟県教育委員会 

新潟県立三条高等学校 

希望に満ちた未来を創るリーダー育成システムの構築 

～地場産業の町・日本の穀倉地帯から SDGs 達成を目指す～ 

愛知県教育委員会 

愛知県立千種高等学校 

次世代型イノベーティブ・グローバルリーダーの育成 

～「愛知の力」を原動力に～ 

国立大学法人東海国立大学機

構名古屋大学 

名古屋大学教育学部 附属

中・高等学校 

Society 5.0 をリードするコンソーシアム TOKAI の構築 

～STEAM for SDGs We are the World～ 

学校法人京都光楠学園 

京都学園高等学校 

世界協働のプラットフォーマー 

同時双方向×高大連携×Nヵ国×世界課題 

奈良県教育委員会 

奈良県立国際高等学校 
最古の国際都市奈良から発信～持続可能な社会に向けて～ 

 



WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 カリキュラム開発拠点校一覧

№ 都道府県 学校種 カリキュラム開発拠点校 指定年度
1 北海道 私立 北海学園札幌高等学校 令和3年度
2 埼玉県 国立 筑波大学附属坂戸高等学校 令和元年度
3 東京都 公立 東京都立南多摩中等教育学校 令和元年度

4 東京都 私立 渋谷教育学園渋谷高等学校 令和元年度

5 東京都 私立 富士見丘高等学校 令和2年度
6 新潟県 公立 新潟県立三条高等学校 令和3年度

7 石川県 国立 金沢大学人間社会学域
学校教育学類附属高等学校 令和元年度

8 長野県 公立 長野県上田高等学校 令和2年度
9 静岡県 公立 静岡県立三島北高等学校 令和元年度

10 愛知県 国立 名古屋大学教育学部
附属中・高等学校 令和3年度

11 愛知県 公立 愛知県立千種高等学校 令和3年度

12 京都府 公立 京都府立鳥羽高等学校 令和2年度

13 京都府 私立 立命館宇治高等学校 令和元年度

14 京都府 私立 同志社国際高等学校 令和2年度

№ 都道府県 学校種 カリキュラム開発拠点校 指定年度
15 京都府 私立 京都学園高等学校 令和3年度

16 大阪府 国立 大阪教育大学附属高等学校
平野校舎 令和2年度

17 大阪府 公立 大阪府立北野高等学校 令和元年度

18 兵庫県 公立 神戸市立葺合高等学校 令和元年度

19 兵庫県 私立 関西学院高等部 令和元年度
20 奈良県 公立 奈良県立国際高等学校 令和3年度

21 岡山県 公立 岡山県立岡山操山中学校
･高等学校 令和2年度

22 広島県 国立 広島大学附属福山中・高等学校 令和2年度
23 広島県 公立 広島県立広島国泰寺高等学校 令和元年度
24 愛媛県 国立 愛媛大学附属高等学校 令和2年度

25 福岡県 私立 中村学園女子高等学校 令和2年度

26 長崎県 公立 長崎県立長崎東中学校
・長崎東高等学校 令和2年度

27 熊本県 公立 熊本県立熊本高等学校 令和2年度

28 宮崎県 公立 宮崎県立宮崎大宮高等学校 令和2年度

＜カリキュラム開発拠点校の内訳＞
国立：6校 公立：14校 私立：8校
※ハイライト部は、令和３年度指定（６校）



令和３年度予算額 2.5億円
（前年度予算額 1.5億円）

国公私立の高等学校及び中高一貫教育校対象
校種

２２拠点（継続１６＋新規６）
９００万円程度／拠点・年
原則３年

箇所数
単価
期間

管理機関（都道府県・市町村教育委員会、
国公立大学法人、学校法人） 等

委託先

カリキュラム開発に必要な経費
（海外研修旅費、謝金、借損料、国際会議経費等）

委託
対象経費

WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業
Society5.0をリードする人材育成に向けたリーディング・プロジェクト

事業概要
Society5.0をリードし、 SDGsの達成を牽引するイノベーティブなグローバル人材育成のリーディン
グ・プロジェクトとして、国内外の大学等との連携により文理横断的な知を結集し、社会課題の解決
に向けた探究的な学びを通じた高校教育改革や大学の学びの先取り履修等を通じた高大接続改革
を推進する。

高等学校等と国内外の大学、企業、国際機関等とが協働し、高
校生が主体となり、海外をフィールドにグローバルな社会課題の解
決に向けた探究的な学びを実現するカリキュラムを開発。
これまで訪問できなかった国の高校生や大学生等とのオンライン海
外フィールドワークなど､世界規模で生じた豊かなオンライン環境
を駆使したカリキュラム開発。
大学等と連携した大学教育の先取り履修（カリキュラム開発）に
より、高度かつ多様な科目等の学習プログラム／コースを開発。

高校や国の枠を超えて、高校生に高度な学びを提供するAL（アドバンスト
・ラーニング）ネットワークを形成した拠点校を全国に５０校程度配置し、
ＷＷL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築へとつなげる。

AL（アドバンスト・ラーニング）
ネットワーク イメージ図

海外フィールドワークや国際会議
の開催等により、プロジェクトが効
果的に機能するよう国内外の連
携機関とのネットワークを形成
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高等学校と連携機関をつ
なぎ、カリキュラムを研究開
発する人材（カリキュラム・
アドバイザー）等の配置

管理機関

ALネットワーク

WWLコンソーシアム


